
 １１．鹿児島神社（下宮神社） 

往古、手貫大明神と神貫大明神との争いがあり、開聞九社からの加勢により神貫

大明神は新城へ移りました。その後、手貫大明神は水之上に、開聞九社からの加勢

はこの地に鎮座することになり、手貫神社を上之宮、鹿児島神社を下之宮とも呼ぶ

ようになりました。昭和 20（1945）年 8 月 5 日の垂水空襲で全焼しましたが、住

民の努力で再建されました。 

 


